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Ⅴ」，「建築設計製図Ⅵ」，「建築計画演習Ⅰ」，「建築計画演習Ⅱ」，「建築構造設計演習Ⅰ」，「建築構造

設計演習Ⅱ」，「建築構造設計演習Ⅲ」，「建築構造設計演習Ⅳ」，「建築環境工学演習Ⅰ」，「建築環境工

学演習Ⅱ」，「建築環境制御学演習Ⅰ」，「建築環境制御学演習Ⅱ」，「建築材料・構造実験Ⅰ」及び「建

築材料・構造実験Ⅱ」を履修し，卒業に必要な単位として加えることができる。なお，これらの科目

の入学年度の別表第３への適用にあたっては，それぞれの科目を開講する主専攻プログラムと同一名

称の区分に含めるものとする。

附 則

１ この規程は，令和５年４月１日から施行する。

２ 令和４年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。

附 則

１ この規程は，令和６年４月１日から施行する。

２ 令和５年度以前に入学した学生の主専攻プログラムの取扱い並びに履修方法及び卒業要件につい

ては，なお従前の例による。 
ただし，施行の日に現に在学する学生は，改正後の別表第１に規定する「教養教育に関する授業科

目」の科目区分「初修外国語」のうち細区分「グローバル理解」を履修し，卒業に必要な単位とする

ことができる。 

附 則

１ この規程は，令和７年４月１日から施行する。

２ 令和６年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。

ただし，施行の日に現に在学する学生は，改正後の別表第３に規定する授業科目のうち「応用化学

実験Ⅰ」，「応用化学実験Ⅱ」，「化学工学実験Ⅰ」，「化学工学実験Ⅱ」，「有機構造化学」，及び「有機変

換化学」を履修し，卒業に必要な単位として加えることができる。この場合において，令和３年度以

前に入学した学生に係るこれらの科目の入学年度の別表第３への適用にあたっては，それぞれの科目

を開講する学位プログラムと同一名称の区分に含めるものとする。
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４　社会基盤工学プログラム
授業科目 単位数 備考

社会基盤応用数理及び演習Ⅰ 2
社会基盤応用数理及び演習Ⅱ 2
応用数理Ｅ（確率・統計学） 2
社会基盤数理工学 2
動力学 2
応用力学Ⅰ 2
コンクリート工学Ⅰ 2
地盤工学Ⅰ 2
基礎水理学 2
社会基盤工学実験Ⅰ 2
社会基盤工学実験Ⅱ 2
社会基盤設計基礎 2
土木技術者倫理 2
技術英語Ⅱ 2
卒業研修 2
卒業研究 6
応用力学演習Ⅰ 2
応用力学Ⅱ 2
応用力学演習Ⅱ 2
建設材料学 2
コンクリート工学Ⅱ 2
コンクリート構造工学 2
地盤工学Ⅱ 2
地盤工学Ⅲ 2
水理学及び演習Ⅰ 2
水理学及び演習Ⅱ 2
社会基盤製図 2
社会基盤プロジェクト・マネージメント 4
測量学（工） 2
測量学実習（工） 2
都市計画学Ⅱ 2
技術英語Ⅰ 2
河川工学（工） 2
海岸工学 2
地形学 2
土木計画学 2
交通工学 2
インターンシップ 2
現場見学 1
特別講義 1
海外英語研修 4

国際研修 1～4※
※研修プログラムにより
別に定める。

科目区分等
専
門
基
礎
科
目
群

選
択
必
修
科
目

専

門

応

用

科

目

群

必

修

科

目

選

択

必

修

科

目

選

択

科

目

特
殊
選
択
科
目
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８　化学材料分野
授業科目 単位数 備考

基礎無機化学 2
基礎有機化学 2
化学工学基礎 2

９　化学システム工学プログラム
授業科目 単位数 備考

高分子化学概論 2
基礎物理化学 2
化学システム応用数理 2
応用数理Ｂ(常微分方程式) 2
基礎物理工学 2
技術文献リサーチＡ 1
技術文献リサーチＢ 1
技術文献リサーチＣ 1
技術文献リサーチＤ 1
卒業研修 2
卒業研究 6
有機構造化学 2
反応工学Ⅰ 2
拡散操作Ⅰ 2
分析化学（工） 2
無機化学 2
応用化学実験Ⅰ 2
応用化学実験Ⅱ 2
拡散操作Ⅱ 2
物理化学Ⅰ 2
移動論基礎 2
化学工学実験Ⅰ 2
化学工学実験Ⅱ 2
プロセス伝熱工学 2
計測化学Ⅰ 2
高分子化学Ａ 2
反応速度論 2
反応工学Ⅱ 2
粉体工学 2
計測化学Ⅱ 2
有機反応化学 2
物理化学Ⅱ 2
高分子化学Ｂ 2
無機工業化学 2
プロセス制御 2
有機合成化学 2
機械的分離工学 2
無機合成化学 2
有機変換化学 2
反応工学Ⅲ 2
拡散操作Ⅲ 2
物理化学Ⅲ 2
反応装置工学 2
工場見学 1
工場実習 2
特別講義 1
海外英語研修 4

国際研修 1～4※
※研修プログラムにより
別に定める。

科目区分等

専

門

応

用

科

目

群

必

修

科

目

特
殊
選
択
科
目
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門
基
礎
科
目
群

選

択

必
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科

目
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目

科目区分等

専門基礎
科目群

選択必修
科目
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11　建築分野
授業科目 単位数 備考

建築学概論 2
建築図学Ⅰ 1
建築図学Ⅱ 1

12　建築学プログラム
授業科目 単位数 備考

卒業研修又は基礎設計 2
卒業研究又は設計 6
建築製図基礎Ⅰ 1
建築製図基礎Ⅱ 1
建築設計製図Ⅰ 2
建築設計製図Ⅱ 2
建築設計製図Ⅲ 2
建築設計製図Ⅳ 2
建築設計製図Ⅴ 2
建築計画学Ⅰ 2
設計方法論 2
建築構造解析学・演習Ⅰ 2
建築構造解析学・演習Ⅱ 2
建築構造解析学・演習Ⅲ 2
建築構造設計Ⅰ 2
建築構造設計Ⅱ 2
建築構造設計演習Ⅰ 1
建築構造設計演習Ⅱ 1
建築材料・構造実験Ⅰ 2
建築材料・構造実験Ⅱ 2
建築材料 2
建築環境工学Ⅰ 2
建築環境工学Ⅱ 2
建築環境工学演習Ⅰ 1
建築環境工学演習Ⅱ 1
建築環境制御学演習Ⅰ 1
建築環境制御学演習Ⅱ 1
都市計画学Ⅰ 2
都市計画学Ⅱ 2
都市デザイン論 2
都市計画・デザイン演習 2
建築設計製図Ⅵ 2
建築計画学Ⅱ 2
日本建築史 2
近代建築史 2
建築構造解析学・演習Ⅳ 2
建築施工 2
建築法規 2
建築環境制御学Ⅰ 2
建築環境制御学Ⅱ 2
建築計画演習Ⅰ 1
建築計画演習Ⅱ 1
施設見学 1
特別講義 1
海外英語研修 4

国際研修 1～4※
※研修プログラムにより
別に定める。

13　融合領域分野
授業科目 単位数 備考

人間支援感性科学概論 2
協創経営概論 2
ビジネス統計学 2
アントレプレナーシップ 2
コンピュータ基礎 2
プログラミング基礎Ⅰ 2
プログラミング基礎Ⅱ 2

科目区分等

科目区分等

科目区分等

専門応用
科目群

選択必修
科目

必修科目

選

択

必

修

科

目

選

択

科

目

専
門
応
用
科
目
群

選

択

必

修

科

目

専

門

応

用

科

目

群
特
殊
選
択
科
目

－ 15 －



－ 16 －



15　協創経営プログラム
授業科目 単位数 備考

必修科目 産業・地域実習基礎 1
産業・地域実習 1～5
応用数理Ａ（ベクトル解析） 2
電気数理Ⅰ（ベクトル解析） 2
応用数理Ｂ（常微分方程式） 2
化学システム応用数理 2
応用数理Ｃ（複素解析） 2
応用数理Ｅ（確率・統計学） 2
電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 2
物理数学 2
複素・フーリエ解析 2
社会基盤応用数理及び演習Ⅰ 2
社会基盤応用数理及び演習Ⅱ 2
社会基盤数理工学 2
数物演習 2
物理工学Ⅱ（解析力学） 2
基礎解析力学 2
動力学 2
電磁気学 2
基礎電磁気学 2
基礎物理工学 2
物理工学Ⅲ（量子物理学） 2
基礎量子力学（工） 2
物理工学Ⅳ（熱・統計力学） 2
基礎統計物理 2
物理工学実験 1
基礎無機化学 2
基礎有機化学 2
化学工学基礎 2
高分子化学概論 2
基礎物理化学 2
基礎材料物理化学 2
基礎材料組織学 2
経営管理入門 2
課題解決プロジェクトⅠ 2
課題解決プロジェクトⅡ 2
卒業研修 2
卒業研究 6
技術英語 2
科学技術表現法 2
組織マネジメント基礎 2
プロジェクト・マネジメント基礎 2
マーケティング基礎 2
生産・品質管理基礎 2
企業会計基礎 2
社会システム工学演習 6
課題発見プロジェクト 2

工場実習 2
工場見学 1
特別講義 1
海外英語研修 4

国際研修 1～4※
※研修プログラムにより
別に定める。

別表第３に定める先端融合材料パッケージ，先進未来シス
テムパッケージ，次世代社会文化環境システムデザイン
パッケージ，エネルギー・環境パッケージにおいて指定す
る実習・演習・実験系科目

選

択

必

修

科

目

専

門

基

礎

科

目

群

専

門

応

用

科

目

群

特
殊
選
択
科
目

別表第３に定める先端融合材料パッケージ，先進未来シス
テムパッケージ，次世代社会文化環境システムデザイン
パッケージ，エネルギー・環境パッケージにおいて開設す
る授業科目

必

修

科

目

科目区分等

選

択

必

修

科

目
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別表第３（第８条関係）

パッケージ名 授業科目 単位数

電子情報通信概論 1
電磁気学Ⅰ 3
電磁気学Ⅱ 3
応用電磁気学 2
応用量子力学 2
応用統計物理 2
電気回路Ⅰ 3
電気回路Ⅱ 3
電気回路Ⅲ 2
電気回路（知能情報システムプログラム開講） 2
受動電気回路素子論 2
電子回路（電子情報通信プログラム開講） 2
基礎電子回路 2
電気計測 2
計測工学 2
電子デバイスⅠ 2
電子デバイスⅡ 2
電子物性工学Ⅰ 2
電子物性工学Ⅱ 2
半導体物性・デバイス 2
材料力学入門 2
材料力学Ⅰ 2
材料力学Ⅱ 2
材料評価学 2
物質構造論 2
電気化学 2
磁性・超伝導 2
光量子電子工学 2
光応用工学 2
光化学 2
電気機器 2
パワーエレクトロニクス 2
無機化学 2
有機構造化学 2
有機反応化学 2
有機合成化学 2
有機変換化学 2
高分子化学Ａ 2
高分子化学Ｂ 2
高分子科学 2
高分子材料化学 2
機能性高分子材料 2
物理化学Ⅰ 2
物理化学Ⅱ 2
物理化学Ⅲ 2
分析化学（工） 2
材料分析化学 2
計測化学Ⅰ 2
計測化学Ⅱ 2
反応工学Ⅰ 2
反応工学Ⅱ 2
反応工学Ⅲ 2
反応速度論 2
反応装置工学 2
触媒化学 2
拡散操作Ⅰ 2
拡散操作Ⅱ 2
拡散操作Ⅲ 2
移動論基礎 2
プロセス伝熱工学 2
プロセス制御 2
粉体工学 2
無機工業化学 2
無機合成化学 2

協 創 経 営 プ ロ グ ラ ム 各 パ ッ ケ ー ジ の 選 択 必 修 科 目

(注)プログラム配属時に選択したパッケージ以外の科目を修得した場合，専門応用科目群のＣ単
位として扱う。

先

端

融

合

材

料

パ

ッ

ケ

ー

ジ
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附 則

１ この細則は，令和３年４月１日から施行する。

２ 令和２年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。

附 則

１ この細則は，令和４年４月１日から施行する。

２ 令和３年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。

附 則

１ この細則は，令和５年４月１日から施行する。

２ 令和４年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。

附 則

１ この細則は，令和６年４月１日から施行する。

２ 令和５年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。

附 則

１ この細則は，令和７年４月１日から施行する。

２ 令和６年度以前に入学した学生の履修方法及び卒業要件については，なお従前の例による。
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

総合工学概論 A 2 4

総合技術科学演習 A 2 4

技術者の心がまえ A 2 4

知的財産概論 A 1 2

情報セキュリティ概論 A 1 2

国際工学概論 A 1

職業指導（工） C 2 集中

創造プロジェクト基礎 C 2

創造プロジェクトⅠ C 2

創造プロジェクトⅡ C 2

創造研究プロジェクトⅠ C 2

創造研究プロジェクトⅡ C 2

マーケット・インターンシップ C 2

テクノロジー・インターンシップ C 2

国際工学事情 C 1

国際工学特論 C 2

国際技術協力 C 1
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

機械工学概論 B 2 4

社会基盤工学概論 B 2 4

材料力学入門 B 2 4

材料力学Ⅰ A 2 4

流体工学Ⅰ A 2 4

工業力学 A 2 4

機械工作実習Ⅰ A 1 4

機械工作実習Ⅱ A 1 4

熱工学Ⅰ A 2 4

機械力学Ⅰ A 2 4

製図基礎 A 2 4

設計製図Ⅰ A 1 4

機械工学実験Ⅰ A 1 4

設計製図Ⅱ A 1 4

機械工学実験Ⅱ A 1 4

設計製図Ⅲ A 1 4

機械工学実験Ⅲ A 1 4

設計製図Ⅳ A 1 4

機械工学実験Ⅳ A 1 4

卒業研修 A 2 22 22

卒業研究 A 6 36 36

機械設計Ⅰ B 2 4

加工学 B 2 4

材料力学Ⅱ B 2 4

流体工学Ⅱ B 2 4

機械設計Ⅱ B 2 4

熱工学Ⅱ B 2 4

機械材料 B 2 4

機械力学Ⅱ B 2 4

システム制御Ⅰ B 2 4

機械工学演習 B 2 4

システム制御Ⅱ B 2 4

英文輪読Ⅰ B 2 4

英文輪読Ⅱ B 2 4

エネルギー変換工学 C 2 4

マイクロマシン C 2 4

機械音響工学 C 2 4

バイオメカニクス C 2 4

伝熱工学 C 2 4

ロボット工学 C 2 4

ソフトウェア工学 C 2 4

先端研究入門 C 2 4

技術英会話 C 2 4

A 39

B 32 4 4 8 12 16 16 8 12 16 20 28 24 26 26 40 36

C 48

集中

集中

集中

集中

集中

科
目
区
分

授業科目

必修
・
選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

集中

集中

機械システム工学プログラム専門応用科目群標準課程表

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

分
野

導
入

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

学年プログラム横断型授業

工
学
科
共
通

第１学期 第２学期

単位数は別に定める

単位数は別に定める

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

備　考
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

総合工学概論 A 2 4

総合技術科学演習 A 2 4

技術者の心がまえ A 2 4

知的財産概論 A 1 2

情報セキュリティ概論 A 1 2

国際工学概論 A 1

職業指導（工） C 2 集中

創造プロジェクト基礎 C 2

創造プロジェクトⅠ C 2

創造プロジェクトⅡ C 2

創造研究プロジェクトⅠ C 2

創造研究プロジェクトⅡ C 2

マーケット・インターンシップ C 2

テクノロジー・インターンシップ C 2

国際工学事情 C 1

国際工学特論 C 2

国際技術協力 C 1
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

電子情報通信概論 B 1 2

知能情報システム概論 B 1 2

コンピュータ基礎 B 2 2 2

プログラミング基礎I（情報電子分野） B 2 4

プログラミング基礎Ⅱ（情報電子分野） B 2 4

電気回路Ⅰ A 3 8

電磁気学Ⅰ A 3  8

電子情報通信実験Ⅰ A 2 6 6

電子情報通信実験Ⅱ A 2 6 6

電子情報通信実験Ⅲ A 2 6 6

電子情報通信実験Ⅳ A 2 6 6

電子情報通信設計製図 A 2 6 6

論文輪講 A 2

卒業研修 A 2 28 28

卒業研究 A 6 39 39

プログラミングＢⅠ B 2 4

プログラミングＢⅡ B 2 4

ディジタル回路 B 2 4

電気回路Ⅱ B 3 8

電気回路Ⅲ B 2 4

電気計測 B 2 4

電子回路 B 2 4

電磁気学Ⅱ B 3  8

ディジタル信号処理 B 2 4

システム制御工学 B 2 4

技術英語 B 2 4

電子デバイスⅠ B 2 4

電子デバイスⅡ B 2 4

電子物性工学Ⅰ B 2 4

電子物性工学Ⅱ B 2 4

通信方式基礎 B 2 4

情報理論 B 2 4

画像情報工学 B 2 4

情報システムとセキュリティ B 2 4

光量子電子工学 B 2 4

光応用工学 B 2 4

電気機器 B 2 4

送配電工学 B 2 4

パワーエレクトロニクス B 2 4

発変電工学 B 2 2 2

高電圧工学 B 2 4

ネットワーク工学 C 2 4

電波・電気通信法規 C 2 2 2

電気法規・施設管理 C 1 1 1

A 35

B 62 10 2 12 8 12 8 18 26 22 30 24 32 38 42 40 40

C 35

電子情報通信プログラム専門応用科目群標準課程表

科
目
区
分

授業科目

必修
・

選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

工
学
科
共
通

集中

集中

集中

集中

集中

集中

第１学期 第２学期第２学期第１学期

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

単位数は別に定める

単位数は別に定める

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

分
野
導
入

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

電
子
情
報
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

A 総合工学概論 A 2 4

A 総合技術科学演習 A 2 4

A 技術者の心がまえ A 2 4

A 知的財産概論 A 1 2

A 情報セキュリティ概論 A 1 2

A 国際工学概論 A 1

C 職業指導（工） C 2 集中

C 創造プロジェクト基礎 C 2

C 創造プロジェクトⅠ C 2

C 創造プロジェクトⅡ C 2

C 創造研究プロジェクトⅠ C 2

C 創造研究プロジェクトⅡ C 2

C マーケット・インターンシップ C 2

C テクノロジー・インターンシップ C 2

C 国際工学事情 C 1

C 国際工学特論 C 2

C 国際技術協力 C 1

C 国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2

C 国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3

C 国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2

C 国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

A 技術文献リサーチＡ A 1 2

A 技術文献リサーチＢ A 1 2

A 技術文献リサーチＣ A 1 2

A 技術文献リサーチＤ A 1 2

A 卒業研修 A 2 12 12

A 卒業研究 A 6 20 20

● 応用化学実験Ⅰ B 2 8

● 応用化学実験Ⅱ B 2 8

○ 無機化学 B 2 4

○ 計測化学Ⅰ B 2 4

○ 有機変換化学 B 2 4

○ 高分子化学Ａ B 2 4

○ 物理化学Ⅱ B 2 4

■ 化学工学実験Ⅰ B 2 8

■ 化学工学実験Ⅱ B 2 8

□ 反応工学Ⅰ B 2 4

□ 移動論基礎 B 2 4

□ 拡散操作Ⅰ B 2 4

□ プロセス伝熱工学 B 2 4

□ 拡散操作Ⅱ B 2 4

有機構造化学 B 2 4

分析化学（工） B 2 4

物理化学Ⅰ B 2 4

無機合成化学 B 2 4

計測化学Ⅱ B 2 4

無機工業化学 B 2 4

有機反応化学 B 2 4

反応工学Ⅱ B 2 4

粉体工学 B 2 4

物理化学Ⅲ B 2 4

高分子化学Ｂ B 2 4

反応速度論 B 2 4

拡散操作Ⅲ B 2 4

プロセス制御 B 2 4

機械的分離工学 B 2 4

反応工学Ⅲ B 2 4

反応装置工学 B 2 4

有機合成化学 B 2 4

A 21

●B 4

■B 4

○B 10

□B 10

B 36

C 30

注(1）　４年次進級基準のＢ単位44単位以上の内訳は，次の①，②のとおり指定する。

応化コース　①●Ｂ単位4単位および②○Ｂ単位6単位以上を含む合計44単位以上

化工コース　①■Ｂ単位4単位および②□Ｂ単位6単位以上を含む合計44単位以上

注(2）　卒業資格基準のＢ単位44単位以上の内訳は，次の①，②のとおり指定する。

応化コース　①●Ｂ単位4単位および②○Ｂ単位6単位以上を含む合計44単位以上

化工コース　①■Ｂ単位4単位および②□Ｂ単位6単位以上を含む合計44単位以上

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

集中

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

いずれかのタームで履修

いずれかのタームで履修

学年プログラム横断型授業

単位数は別に定める

集中 単位数は別に定める

集中 学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

化学システム工学プログラム専門応用科目群標準課程表

工
学
科
共
通

集中 学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

集中

集中 合否判定科目学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

集中 合否判定科目学年プログラム横断型授業

集中 学年プログラム横断型授業

集中

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

集中

22 22

科
目
区
分

授業科目

必修
・
選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数

4 4 4 4 12

20 164 4

応化コース20 16 32 16 4 20 14 148

化工コース14 22 2224 16 12 204 4 12 8 14
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計

21

● 4

■ 4

○ 10

□ 10

36

2

応化 83

化工 83

（注）
（注） 応用化学コースの学生が□Ｂ単位を修得した場合及び化学工学コースの学生が〇Ｂ単位を修得した場合は，

それぞれマーク(●■〇□)のつかないＢ単位として４年次進級基準，卒業基準に組み入れることができる。

区分 １年次 ２年次

0 0

0

0 10

４年次

単 位 数 年 次 別 配 当 表

A 8 1 0 12

0 0 4 0

計
8 29 32 14

8 29 32 14

特別講義 １単位

工場見学 １単位

不定期に実施され，年度により
開講されない場合もある。

国際研修 ＊日数により変動

学年プログラム横断型授業については，上記の単位数年次別配当表に記載されていない。

科目名 単位数 備　考

リメディアル演習 １単位 １年次第１ターム開講

特殊選択
科　　目
(D科目)

海外英語研修 ４単位

工場実習 ２単位

C

B

0 8 28 0

0 0 2

0 0

0 10 0 0

4

３年次

0

備考： プログラムの詳細についてはガイダンス等で説明する。
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

総合工学概論 A 2 4

総合技術科学演習 A 2 4

技術者の心がまえ A 2 4

知的財産概論 A 1 2

情報セキュリティ概論 A 1 2

国際工学概論 A 1

職業指導（工） C 2 集中

創造プロジェクト基礎 C 2

創造プロジェクトⅠ C 2

創造プロジェクトⅡ C 2

創造研究プロジェクトⅠ C 2

創造研究プロジェクトⅡ C 2

マーケット・インターンシップ C 2

テクノロジー・インターンシップ C 2

国際工学事情 C 1

国際工学特論 C 2

国際技術協力 C 1
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

材料科学実験Ⅰ A 2 8 8

材料科学実験Ⅱ A 2 8 8

材料科学ＰＢＬ A 2 8

卒業研修 A 2 36 36

卒業研究 A 6 36 36

受動電気回路素子論 B 2 4

応用電磁気学 B 2 4

応用量子力学 B 2 4

応用統計物理 B 2 4

物質構造論 B 2 4

磁性・超伝導 B 2 4

半導体物性・デバイス B 2 4

材料分析化学 B 2 4

電気化学 B 2 4

光化学 B 2 4

触媒化学 B 2 4

高分子科学 B 2 4

高分子材料化学 B 2 4

機能性高分子材料 B 2 4

工業生化学 B 2 4

生体分子工学 B 2 4

生物材料工学 B 2 4

材料評価学 B 2 4

計測工学 B 2 4

技術英語 B 4 4 4

論文輪講 B 4 4 4

インターンシップ C 2 認定

A 23

B 46 4 4 4 4 0 0 8 12 24 24 16 16 40 40 40 40

C 32

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

いずれかのタームで履修

いずれかのタームで履修

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中 学年プログラム横断型授業

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

第１学期 第２学期

単位数は別に定める

単位数は別に定める

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

材
料
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
科
共
通

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

材料科学プログラム専門応用科目群標準課程表

科
目
区
分

授業科目

必修
・
選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期
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計

23

46

4

73

（注）

海外英語研修 ４単位

国際研修

C 0 0 2

 ＊日数により変動

2

計 8 11 36 18

学年プログラム横断型授業については，上記の単位数年次別配当表に記載されていない。

特殊選択
科　　目
(D科目)

科目名 単位数 備　考

リメディアル演習 １単位 １年次第１ターム開講

工場見学 １単位

不定期に実施され，年度により
開講されない場合もある。

特別講義 １単位

A 8 1 6 8

B 0 10 28 8

単 位 数 年 次 別 配 当 表

区　分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

備考： プログラムの詳細についてはガイダンス等で説明する。
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

総合工学概論 A 2 4

総合技術科学演習 A 2 4

技術者の心がまえ A 2 4

知的財産概論 A 1 2

情報セキュリティ概論 A 1 2

国際工学概論 A 1

職業指導（工） C 2 集中

創造プロジェクト基礎 C 2

創造プロジェクトⅠ C 2

創造プロジェクトⅡ C 2

創造研究プロジェクトⅠ C 2

創造研究プロジェクトⅡ C 2

マーケット・インターンシップ C 2

テクノロジー・インターンシップ C 2

国際工学事情 C 1

国際工学特論 C 2

国際技術協力 C 1
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

建築学概論 B 2 4

建築図学Ⅰ B 1 2

建築図学Ⅱ B 1 2

卒業研修又は基礎設計 A 2 38 38

卒業研究又は設計 A 6 40 40

建築製図基礎Ⅰ B 1 2

建築製図基礎Ⅱ B 1 2

建築設計製図Ⅰ B 2 8

建築設計製図Ⅱ B 2 8

建築設計製図Ⅲ B 2 8

建築設計製図Ⅳ B 2 8

建築設計製図Ⅴ B 2 8

建築計画学Ⅰ B 2 4

設計方法論 B 2 4

建築構造解析学・演習Ⅰ B 2 4

建築構造解析学・演習Ⅱ B 2 4

建築構造解析学・演習Ⅲ B 2 4

建築構造設計Ⅰ B 2 4

建築構造設計Ⅱ B 2 4

建築構造設計演習Ⅰ B 1 2

建築構造設計演習Ⅱ B 1 2

建築材料・構造実験Ⅰ B 2 8

建築材料・構造実験Ⅱ B 2 8

建築材料 B 2 4

建築環境工学Ⅰ B 2 4

建築環境工学Ⅱ B 2 4

建築環境工学演習Ⅰ B 1 2

建築環境工学演習Ⅱ B 1 2

建築環境制御学演習Ⅰ B 1 2

建築環境制御学演習Ⅱ B 1 2

都市計画学Ⅰ B 2 4

都市計画学Ⅱ B 2 4

都市デザイン論 B 2 4

都市計画・デザイン演習 B 2 2 2

建築設計製図Ⅵ C 2 8

建築計画学Ⅱ C 2 4

日本建築史 C 2 4

近代建築史 C 2 4

建築構造解析学・演習Ⅳ C 2 4

建築施工 C 2 2 2

建築法規 C 2 4

建築環境制御学Ⅰ C 2 4

建築環境制御学Ⅱ C 2 4

建築計画演習Ⅰ C 1 4

建築計画演習Ⅱ C 1 4

A 17

B 54 8 0 10 6 10 14 20 20 32 24 28 24 40 40 40 40

C 50

学年プログラム横断型授業

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

建築学プログラム専門応用科目群標準課程表

工
学
科
共
通

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

第２学期

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

分
野

導
入

科
目
区
分

授業科目

必修
・

選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第１学期 第２学期

建
築
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

学年プログラム横断型授業

単位数は別に定める

単位数は別に定める
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計

17

54

22

93

（注）

不定期に実施され，年度により
開講されない場合もある。

特殊選択
科　　目
(D科目)

0

C 0 6

単 位 数 年 次 別 配 当 表

区　分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

12 29 40 12

A 8 1 0 8

B 4 22 28

12 4

計

学年プログラム横断型授業については，上記の単位数年次別配当表に記載されていない。

科目名 単位数 備　考

リメディアル演習 １単位 １年次第１ターム開講

施設見学 １単位

海外英語研修 ４単位

国際研修  ＊日数により変動

特別講義 １単位

備考： プログラムの詳細についてはガイダンス等で説明する。
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

電気回路 B 2 2 2

応用数理Ｅ（確率・統計学） B 2 4

電気数理Ⅱ（フーリエ解析） B 2 4

音楽工学入門 B 2 2 2

コミュニケーションツール
としての視覚造形

B 2 4

健康スポーツシステム論 B 2 4

B 12 8 4 8 4

人間支援感性科学プログラム専門基礎科目群標準課程表

授業科目

必修
・
選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数

１年次 ２年次 ３年次

合　　　　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

数
学
・
物
理
学

芸
術
・

健
康
ス
ポ
ー

ツ
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

総合工学概論 A 2 4

総合技術科学演習 A 2 4

技術者の心がまえ A 2 4

知的財産概論 A 1 2

情報セキュリティ概論 A 1 2

国際工学概論 A 1

職業指導（工） C 2 集中

創造プロジェクト基礎 C 2

創造プロジェクトⅠ C 2

創造プロジェクトⅡ C 2

創造研究プロジェクトⅠ C 2

創造研究プロジェクトⅡ C 2

マーケット・インターンシップ C 2

テクノロジー・インターンシップ C 2

国際工学事情 C 1

国際工学特論 C 2

国際技術協力 C 1
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

コンピュータ基礎 B 2 2 2

プログラミング基礎Ⅰ B 2 4

プログラミング基礎Ⅱ B 2 4

人間支援感性科学概論 B 2 4

協創経営概論 B 2 4

ビジネス統計学 B 2 4

アントレプレナーシップ B 2 4

実践プログラミングⅠ A 2 4

実践プログラミングⅡ A 2 4

人間支援感性科学実験Ⅰ A 1 4

人間支援感性科学実験Ⅱ A 1 4

人間支援感性科学実験Ⅲ A 1 4

人間支援感性科学実験Ⅳ A 1 4

卒業研修Ⅰ A 2 4 4

卒業研修Ⅱ A 2 4 4

卒業研究Ⅰ A 2 12 12

卒業研究Ⅱ A 6 36 36

論文輪講 A 2 2 2

人間工学 B 2 4

実践物理学演習 B 2 4

表現素材演習Ⅰ B 2 4

デザイン基礎 B 2 4

フィジカルコンディショニング B 2 4

アウトドアサイエンス B 2 集中

空間造形演習 B 2 2 2

音創造演習Ⅰ B 2 2 2

スポーツ生理学 B 2 2 2

ラケットスポーツ B 2 2 2

フィールドスポーツ B 2 2 2

生体医工学 B 2 4

社会福祉論 B 2 4

コンピュータネットワーク B 2 4

パフォーマンスコミュニケーション B 2 4

表現素材演習Ⅱ B 2 4

生体計測 B 2 4

表現素材演習Ⅲ B 2 4

音創造演習Ⅱ B 2 2 2

電子回路 B 2 4

論理回路 B 2 4

機能生理学 B 2 4

ディジタルサイネージ B 2 4

表現素材演習Ⅳ B 2 4

ウインタースポーツサイエンス B 2 4

数値計算プログラミング B 2 4

生体信号処理 B 2 4

看護工学 B 2 4

芸術プロジェクト概論 B 2 4

福祉情報工学 B 2 2 2

音楽応用演習 B 2 2 2

制御工学 B 2 4

フィジカルコンピューティング B 2 4

学年プログラム横断型授業

科
目
区
分

授業科目

必修
・

選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数
２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

人間支援感性科学プログラム専門応用科目群標準課程表

分
野
導
入

単位数は別に定める

単位数は別に定める

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

工
学
科
共
通

集中

集中

集中

集中

集中

集中

備　考
１年次

第１学期 第２学期

集中

集中 学年プログラム横断型授業

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

人
間
支
援
感
性
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

科
目
区
分

授業科目

必修
・

選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数
２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 備　考
１年次

第１学期 第２学期

データ工学 B 2 4

芸術プロジェクト表現実習Ⅰ B 1 集中

芸術プロジェクト表現実習Ⅱ B 1 集中

ゴルフサイエンス B 2 集中

人工知能基礎 B 2 4

実験計画法 B 2 4

マルチメディアコンピューティング B 2 2 2

発育発達論 B 2 2 2

スポーツ心理学 B 2 2 2

スポーツバイオメカニクス B 2 2 2

データベース B 2 4

アシスティブ・テクノロジー B 2 4

診断支援工学 B 2 4

技術英語 B 2 4

A 31

B 106 14 10 8 12 34 34 14 30 28 24 20 28 14 14 36 36

C 30

計

31

106

2

139

（注）

特別講義 １単位

海外英語研修 ４単位

不定期に実施され，年度により
開講されない場合もある。

＊日数により変動国際研修

特殊選択
科　　目
(D科目)

学年プログラム横断型授業については，上記の単位数年次別配当表に記載されていない。

22 57 48 12

A 8 7 6 10

B 14 50

科目名 単位数 備　考

リメディアル演習 １単位 １年次第１ターム開講

インターンシップ ２単位

施設見学 １単位

0 0 0 2

計

単 位 数 年 次 別 配 当 表

区　分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

42 0

C

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

人
間
支
援
感
性
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

備考： プログラムの詳細についてはガイダンス等で説明する。
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

産業・地域実習基礎 A 1 2

産業・地域実習 B 1～5

応用数理Ａ（ベクトル解析） B 2 4

電気数理Ｉ（ベクトル解析） B 2 4

応用数理Ｂ（常微分方程式） B 2 4* * * *のいずれかのﾀｰﾑで履修

化学システム応用数理 B 2 4

応用数理Ｃ（複素解析） B 2 4

応用数理Ｅ（確率・統計学） B 2 4* * * *のいずれかのﾀｰﾑで履修

電気数理Ⅱ（フーリエ解析） B 2 4

物理数学 B 2 4

複素・フーリエ解析 B 2 4

社会基盤応用数理及び演習I B 2 4

社会基盤応用数理及び演習Ⅱ B 2 4

社会基盤数理工学 B 2 4

数学および

物理学 数物演習 B 2 4

物理工学Ⅱ（解析力学） B 2 4* * *のいずれかのﾀｰﾑで履修

基礎解析力学 B 2 4

動力学 B 2 4

電磁気学 B 2 4

基礎電磁気学 B 2 4

基礎物理工学 B 2 4

物理工学Ⅲ（量子物理学） B 2 4* * *のいずれかのﾀｰﾑで履修

基礎量子力学（工） B 2 4

物理工学Ⅳ（熱・統計力学） B 2 4* * *のいずれかのﾀｰﾑで履修

基礎統計物理 B 2 4

物理工学実験 B 1 4

基礎無機化学 B 2 4

基礎有機化学 B 2 4

化学工学基礎 B 2 4

高分子化学概論 B 2 4

基礎物理化学 B 2 4

基礎材料物理化学 B 2 4

料材 基礎材料組織学 B 2 4

A
B

1
62～66

12 8 30 20 24 20 8 4

注(1）１年次第２学期以降の履修に際しては，履修登録前にプログラム長が指定した教員の履修指導を受けることを要件とする。

物
理
学

備考授業科目

必修
・

選択
の別

数
学

協創経営プログラム専門基礎科目群標準課程表

毎週授業時間数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第２学期 第１学期 第２学期

経
営

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期

合　　　　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

集中 集中

単
位
数

化
学
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2025年度入学生適用

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

第1
ﾀｰﾑ

第2
ﾀｰﾑ

第3
ﾀｰﾑ

第4
ﾀｰﾑ

総合工学概論 A 2 4

総合技術科学演習 A 2 4

技術者の心がまえ A 2 4

知的財産概論 A 1 2

情報セキュリティ概論 A 1 2

国際工学概論 A 1

職業指導（工） C 2 集中

創造プロジェクト基礎 C 2

創造プロジェクトⅠ C 2

創造プロジェクトⅡ C 2

創造研究プロジェクトⅠ C 2

創造研究プロジェクトⅡ C 2

マーケット・インターンシップ C 2

テクノロジー・インターンシップ C 2

国際工学事情 C 1

国際工学特論 C 2

国際技術協力 C 1
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際マーケット・グループワーク・インターンシップＢ C 3
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＡ C 2
国際テクノロジー・グループワーク・インターンシップＢ C 3
単位互換協定に基づき修得した他大学開設科目 E

特設講義 E

コンピュータ基礎 B 2 2 2

プログラミング基礎Ⅰ B 2 4

プログラミング基礎Ⅱ B 2 4

人間支援感性科学概論 B 2 4

協創経営概論 B 2 4

アントレプレナーシップ B 2 4

ビジネス統計学 B 2 4

経営管理入門 A 2 4

課題解決プロジェクトⅠ A 2

課題解決プロジェクトⅡ A 2

卒業研修 A 2 12 12

卒業研究 A 6 20 20

● 企業会計基礎 B 2 4

科学技術表現法 B 2 4

● 組織マネジメント基礎 B 2 4

○ プロジェクト・マネジメント基礎 B 2 4

● マーケティング基礎 B 2 4

○ 生産・品質管理基礎 B 2 4

技術英語 B 2 4

■ 社会システム工学演習 B 6

課題発見プロジェクト B 2 2 2

■
先端融合材料パッケージ向け
実習・演習・実験系科目

B 24

■
先進未来システムパッケージ
向け実習・演習・実験系科目

B 30

■ 次世代社会文化環境システムデザイン
パッケージ向け実習・演習・実験系科目 B 60

■
エネルギー・環境パッケージ
向け実習・演習・実験系科目

B 16

先端融合材料パッケージ B 139

先進未来システムパッケージ B 151
次世代社会文化環境システムデザインパッケージ B 74

エネルギー・環境パッケージ B 67

A 23

B 597 14 10 8 12 8 4 0 0 4 4 14 2 12 12 20 20

C 30

注(1）　卒業資格基準のＢ単位38単位以上には，次のとおり指定した単位を含むものとする。

　①■Ｂ単位6単位以上（社会システム工学演習もしくはいずれか一つのパッケージ指定の実習・演習・実験系科目）

　②●Ｂ単位4単位以上　③○Ｂ単位2単位以上

注(2）　１年次第２学期以降の履修に際しては，履修登録前にプログラム長が指定した教員の履修指導を受けることを要件とする。

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

開講時期は別途掲示

開講時期は別途掲示

開講時期は別途掲示

開講時期は別途掲示

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

集中

集中

開講時期は別途掲示

分
野
導
入

開講時期は別途掲示

集中

協創経営プログラム専門応用科目群標準課程表

科
目
区
分

授業科目

必修
・

選択
の別

単
位
数

毎週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第１学期 第２学期第２学期

集中

開講時期は別途掲示

開講時期は別途掲示

工
学
科
共
通

集中

協
創
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

合　　計
（単位数及び毎週授業時間数）

開講時期は別途掲示

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

合否判定科目学年プログラム横断型授業

集中

集中 学年プログラム横断型授業

集中

集中

集中

学年プログラム横断型授業

単位数は別に定める

集中

集中

単位数は別に定める
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計

23

36

2

61

（注）

２年次 ３年次

リメディアル演習 １単位 １年次第１ターム開講

学年プログラム横断型授業ならびにパッケージ科目については，上記の単位数年次別配当表に記載されていな
い。

科目名

特殊選択
科　　目
(D科目)

A

B 4

４年次

18

工場実習 ２単位

不定期に実施され，年度により
開講されない場合もある。

2

４単位

0

C

単位数 備　考

国際研修 ＊日数により変動

特別講義

工場見学 １単位

22 7 18 14

8 3 0 12

14

１単位

海外英語研修

0

計

0 0

単 位 数 年 次 別 配 当 表

区　分 １年次

備考： プログラムの詳細についてはガイダンス等で説明する。
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１
タ
ー
ム

２
タ
ー
ム

３
タ
ー
ム

４
タ
ー
ム

１
タ
ー
ム

２
タ
ー
ム

３
タ
ー
ム

４
タ
ー
ム

１
タ
ー
ム

２
タ
ー
ム

３
タ
ー
ム

４
タ
ー
ム

１
タ
ー
ム

２
タ
ー
ム

３
タ
ー
ム

４
タ
ー
ム

◎
知

的
財

産
概

論
○

社
会

基
盤

工
学

概
論

◎
国

際
工

学
概

論

◎
情

報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
概
論

◎
技

術
者

の
心

が
ま
え

○
数

物
演

習

○
基

礎
数

理
A
Ⅰ

○
基

礎
数

理
A
Ⅱ

○
応

用
数

理
A

○
基

礎
数

理
B

○
応

用
数

理
B

○
複

素
･フ

ー
リ
エ

解
析

○
物

理
学

基
礎

B
Ⅰ

○
物

理
学

基
礎

B
Ⅱ

機
械

音
響

工
学

ロ
ボ
ッ
ト
工

学

◎
工

業
力

学
◎

機
械

力
学

Ⅰ
○

機
械

力
学

Ⅱ
○

シ
ス
テ
ム
制

御
○

シ
ス
テ
ム
制

御
Ⅱ

◎
材

料
力

学
入

門
◎

材
料

力
学

Ⅰ
○

材
料

力
学

Ⅱ
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク

ス

◎
総

合
工

学
概

論
◎

機
械

工
学

概
論

◎
流

体
工

学
Ⅰ

○
流

体
工

学
Ⅱ

マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン

◎
熱

工
学

Ⅰ
○

熱
工

学
Ⅱ

エ
ネ
ル

ギ
ー
変

換
工

学
伝

熱
工

学

○
加

工
学

○
機

械
材

料
先

端
研

究
入

門

○
機

械
設

計
Ⅰ

○
機

械
設

計
Ⅱ

○
機

械
工

学
演

習
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工

学

◎
機

械
工

学
実

験
Ⅰ

◎
機

械
工

学
実

験
Ⅱ

◎
機

械
工

学
実

験
Ⅲ

◎
機

械
工

学
実

験
Ⅳ

◎
工
学
リ
テ
ラ

シ
ー
入

門
◎

製
図

基
礎

◎
設

計
製

図
Ⅰ

◎
設

計
製

図
Ⅱ

◎
設

計
製

図
Ⅲ

◎
設

計
製

図
Ⅳ

◎
英

文
輪

読
Ⅰ

◎
英

文
輪

読
Ⅱ

技
術
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2025年4月1日設定

卒業要件124単位を満たし，さらに下記の評価基準を満たすこと。 注）各科目の評価方法と評価基準の詳細はシラバスに記載の通り。
＜凡例＞　☆：必修科目，　下線付き：教養系科目　　（但書きがないものは，2単位） 注）本表は教育プログラムの改善に伴い，改定されることがある。

学習・教育到達目標の大項目 学習・教育到達目標の小項目

JABEEの関
連する基準
の(a)-(i)の
項目

JABEEの関
連する基準
の(a)-(i)の
対応

評価方法および評価基準

(A)多面的に物事を捉える能
力，技術者としての倫理・責任
の自覚力，および電子情報通
信工学と社会との係わりにつ
いての理解力

小項目（Ａ１）多種多様な文化，
経済，政治，人間，および自然
などと科学技術の相互関係を理
解し，科学技術の位置付け・意
義について把握すること

(a) ◎

評価方法（Ａ１）
　教養系科目，英語（教養系科目に含まれる），初修外国語（教養系科目
に含まれる），☆国際工学概論＜１単位＞，海外英語研修＜４単位＞，海
外研修＜実施後決定＞
　上記の科目について期末試験，レポート等により評価。３７単位修得を
基準とする。

(A)多面的に物事を捉える能
力，技術者としての倫理・責任
の自覚力，および電子情報通
信工学と社会との係わりにつ
いての理解力

小項目（Ａ２）技術者として必要
とされる倫理観と責任を理解し，
科学技術の人類の幸福への貢
献について考えることができるこ
と

(a)
(b)

○
◎

評価方法（Ａ２）
　☆技術者の心がまえ，電気・法規施設管理＜１単位＞，電波・電気通信
法規
　上記科目について期末試験，レポート等により評価。必修科目の２単位
修得を基準とする。

(A)多面的に物事を捉える能
力，技術者としての倫理・責任
の自覚力，および電子情報通
信工学と社会との係わりにつ
いての理解力

小項目（Ａ３）現在の社会が電気
電子・情報通信技術者に要求す
る問題点と課題を理解し，それ
らの解決にあたり実際に経験す
る問題点と課題について認識す
ること

(b) ◎

評価方法（Ａ３）
　☆工学リテラシー入門（情報電子分野），電子情報通信概論＜１単位
＞，知能情報システム概論＜１単位＞，コンピュータ基礎
　上記科目ついて，レポート提出，取り組み姿勢，ディスカッション状況等
により評価。必修科目の２単位修得を基準とする。

(B)数学，自然科学，および情
報技術に関する基礎知識と応
用力

小項目（Ｂ１）数学および自然科
学に関する基礎知識を修得し，
専門分野においてどのように応
用されるかを理解すること

(c) ◎

評価方法（Ｂ１）
　数学科目群（専門基礎科目）：応用数理B（常微分方程式），応用数理C
（複素解析），応用数理E（確率・統計学），電気数理Ⅰ（ベクトル解析），電
気数理Ⅱ（フーリエ解析）
　物理科目群（専門基礎科目）：物理工学Ⅱ（解析力学），物理工学Ⅲ（量
子物理学），物理工学Ⅳ（熱・統計力学），
　上記科目について，期末試験，レポート等により評価。専門基礎科目か
ら１０単位修得を基準とする。

(B)数学，自然科学，および情
報技術に関する基礎知識と応
用力

小項目（Ｂ２）総合工学技術，コ
ンピューターやプログラミング，
情報セキュリティに関する基礎
知識を修得し，専門分野におい
てどのように応用されるかを理
解すること

(c)
(d)

◎
◎

評価方法（Ｂ２）
　☆エンジニアのためのデータサイエンス入門（情報電子分野），☆総合
工学概論，☆総合技術科学演習，☆情報セキュリティ概論＜１単位＞，プ
ログラミング基礎Ⅰ（情報電子分野），プログラミング基礎Ⅱ（情報電子分
野），プログラミングBI，プログラミングBII
　上記科目について，期末試験，レポート等により評価。必修科目の７単
位修得を基準とする。

(C)電子情報通信工学に関す
る基礎知識と応用力

小項目（Ｃ１）電磁気学および電
気回路などの電子情報通信工
学の基礎知識を修得すること

(d) ◎

評価方法（Ｃ１）
　電子情報通信基礎科目群：☆電気回路Ⅰ＜３単位＞，☆電磁気学Ⅰ＜
３単位＞
　上記科目について，期末試験，レポート等により評価。必修科目の６単
位修得を基準とする。

(C)電子情報通信工学に関す
る基礎知識と応用力

小項目（Ｃ２）電子情報通信工学
の基礎知識がエレクトロニクス，
情報通信および電力など専門
領域のどのような課題に応用さ
れるかを理解すること

(d) ◎

評価方法（Ｃ２）
　電子情報通信基礎科目群：電気回路Ⅱ＜３単位＞，電気回路Ⅲ，電磁
気学Ⅱ＜３単位＞，電子回路，ディジタル回路，電気計測，電子デバイス
I，プログラミングBI，プログラミングBⅡ，技術英語
　エレクトロニクス科目群：電子デバイスII，電子物性工学I，電子物性工学
II，光量子電子工学，光応用工学
　情報通信科目群：情報理論，ディジタル信号処理，画像情報工学，通信
方式基礎
　電力科目群：電気機器，送配電工学，発変電工学，高電圧工学，パワー
エレクトロニクス，システム制御工学
　　上記科目について，期末試験，レポート等により評価。選択必修科目
の１７単位修得を基準とする。

(C)電子情報通信工学に関す
る基礎知識と応用力

小項目（C３）上記専門領域の基
礎技術がどのように組み合わさ
れて実際の工業製品が作り出さ
れているか，また電気電子・情
報通信システムが構築されてい
るかを理解すること

(d) ◎

評価方法（Ｃ３）
　☆電子情報通信設計製図，☆卒業研修，インターンシップ，マーケット・
インターンシップ，テクノロジー・インターンシップ，施設見学＜１単位＞，
特別講義＜１単位＞
　上記科目について，発表会，取り組み姿勢，ディスカッション状況，レ
ポート等により評価。必修科目の４単位修得を基準とする。

電子情報通信プログラム　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準
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化学システム工学プログラム カリキュラムマップ 2025年度入学生用
KI

J p
ha

se
 2

KI
J p

ha
se

 1

基礎数理AI，基礎数理AII，基礎数理B，
物理学基礎BI，物理学基礎BII，
◎工学リテラシー入門（化学材料分野），
◎エンジニアのためのデータサイエンス入門，
生活を支える化学技術，
最先端技術を支える化学Ⅰ

◎総合工学概論，◎総合技術科学演習，
◎技術者の心がまえ，◎知的財産概論，
◎情報セキュリティ概論，◎国際工学概論，
☆化学システム応用数理，☆応用数理B，
☆基礎物理工学，
工学力教育センター開設科目 他

◎；必修科目，☆；専門基礎科目，○●；応用化学コース選択必修科目，□■化学工学；コース選択必修科目

応用化学コース 化学工学コース

応用化学系実践科目
◎卒業研修 ◎卒業研究
◎技術文献リサーチA ◎技術文献リサーチB
◎技術文献リサーチC
◎技術文献リサーチD

●応用化学実験Ⅰ
●応用化学実験Ⅱ

工学基礎科目
Gコード科目 専門科目

無機工業化学 ○計測化学Ⅰ 計測化学Ⅱ 〇高分子化学Ａ 高分子化学B

物理化学Ⅰ プロセス制御 □拡散操作Ⅰ
化学技術基盤科目

化学科目

化学工学系実践科目
◎卒業研修 ◎卒業研究
◎技術文献リサーチA ◎技術文献リサーチB

◎技術文献リサーチC
◎技術文献リサーチD

■化学工学実験Ⅰ
■化学工学実験Ⅱ

化学工学系
専門科目

拡散操作Ⅲ
機械的分離工学
反応工学Ⅱ
反応工学Ⅲ
反応装置工学 粉体工学
□プロセス伝熱工学 □拡散操作Ⅱ

化学科目

化学技術基盤科目

〇無機化学 有機構造化学 分析化学(工)
☆基礎無機化学 ☆基礎物理化学 ☆基礎有機化学 ☆高分子化学概論

☆化学工学基礎 □反応工学Ⅰ □移動論基礎

応用化学系
専門科目

反応速度論
物理化学Ⅲ
有機合成化学
有機反応化学

〇有機変換化学 〇物理化学Ⅱ
無機合成化学
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Interdisciplinary Program of Biomedical Engineering, Assistive Technology, and Art and Sports Sciences 
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ⅣⅣ 工工 学学 部部 学学 務務 係係 でで 取取 りり 扱扱 うう 主主 なな もも のの

１ 学生生活に関する一般的事項

学生証の交付・再交付

入学時に交付された学生証は，常に携帯してください。各種手続きの際には学生証を確認し

ますので，大切に取り扱ってください。

学生証を汚損・紛失した場合は，再交付の申請をしてください。（再交付は有料です。交付

まで最短でも 日程度かかります。）

連絡先変更の届出，休退学の申請について

改氏名，保護者住所の変更などがあった場合は，速やかに届け出てください。

連絡先（特に電話番号）を変更したときは，速やかに届出をし，学務情報システムに修正登

録してください。届出を怠ると，連絡ができず，不利益を被る場合があります。

休退学を希望する場合は，原則として異動を希望する日の１か月前までに申請してください。

団体結成・学外団体加入の承認について

団体を結成するとき，団体の継続を希望するときは，責任者２名以上を定め，規則および会

員名簿を添えて承認を得てください。

団体名簿は，毎年５月末日現在で更新し，この際承認申請のない団体は解散したものとみな

します。

集会及び催物の承認について

責任者１名以上を定め，その期日の２日前までに届け出て集会場所（講義室等）借用の承認を

受けてください。

印刷物配布・発行の承認について

責任者１名以上を定め，印刷物に目的，印刷部数，発行回数，配布先，予算等を含む計画書を

添えて承認を得てください。

掲示

掲示を希望する場合は，必ず届け出てください。

その他

バイク，自転車等は，必ず所定の駐輪場に置いてください。

バイクで通学する学生は，学務部学生支援課（総合教育研究棟内）で入構票の交付を受けて

ください。

学部学生は自動車で入構できません。ただし，特別な事情の学生に対し，臨時入構票を発行

する場合があります。詳細は学務部学生支援課（総合教育研究棟内）にお問い合わせください。

２ 健康管理について

保健管理センター

本学には，学生・教職員の保健管理に関する専門的業務を行うための施設として，保健管理セ

ンターがあります。保健に関しての相談や，正課の授業及び課外活動における事故等の救急措置

を行っていますので，気軽に利用してください。利用方法はホームページで確認してください。

健康診断の実施

毎年所定の期日に，学校保健法に定める定期健康診断を実施しており，また必要に応じて臨時

健康診断を行うことがあります。健康診断は受診が義務づけられているので，必ず受診してくだ

さい。
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３ 学生相談について

みなさんが有意義な学生生活を送るうえで，大小さまざまな「問題」や「悩み」が生ずる場合が

あると思います。本学では，みなさんのいろいろな相談に応じ，問題解決を支援するため，「学生

支援相談ルーム」など，さまざまな相談窓口を設けています。また，工学部には，厚生委員２名及

び各プログラムに学年担当教員がおり，学問的な相談だけでなく，学生生活全般に関する相談を受

け付けています。みなさん自身はもちろんのこと，周囲にそのような友人を見かけた場合には，学

年担当教員に知らせてください。なお，相談事項についての秘密は厳守されます。

４ 学生教育研究災害傷害保険及び学生教育研究賠償責任保険制度について

学生教育研究災害傷害保険（学研災）は，正課中・学校行事中・課外活動（大学登録のクラブ活

動含む）中に生じた災害事故による傷害に対し，最高 万円を補償する保険制度です。

学生教育研究賠償責任保険（学研賠）は，国内外において，正課中・学校行事及びその往復途中

で，他人にけがをさせたり，他人の財物を損壊したりすることにより被る法律上の損害賠償を保証

する制度です。（ボランティア活動やインターンシップ等にも適用されますので，詳しくは学務係

に問い合わせてください。）いずれも加入は任意ですが，互助制度のため積極的に加入するように

してください。加入手続きは，学務係で随時受け付けています。

なお，加入者で傷害を受けた場合は，速やかに学務係へ連絡し，請求手続きを行ってください。

また，上記の保険制度に加入した学生は，学生生活全般に範囲を広げた学研災付帯学生生活総合

保険への加入も可能です。

５ 授業料減免について

本学は，令和２年度から始まった「高等教育の修学支援新制度」の対象機関となっています。

本支援制度では，日本学生支援機構の給付奨学金に申請し採用された場合，日本学生支援機構給

付奨学金が支給されるとともに授業料の免除（全額，３分の２又は３分の１）をセットで受けるこ

とができます。

申請手続きについては本学ホームページ及び学務情報システムの連絡通知等によりお知らせしま

す。

６ 奨学金について

日本学生支援機構奨学金

経済的理由で修学が困難な優れた学生に学資の貸与を行い，また，経済・社会情勢等を踏まえ，

学生等が安心して学べるよう，「貸与」又は「給付」する制度です。

奨学生の募集は，学務情報システム連絡通知により行います。

希望者は，申請書類を受け取るとともに，所定の期日までに学務部学生支援課奨学支援係（総

合教育研究棟Ａ棟１階）の指示に従い申請してください。

日本学生支援機構以外の奨学金

地方公共団体及び民間などで奨学制度を設けている団体があります。希望者は，出身地の教

育委員会等へ照会するとともに学務情報システム連絡通知を随時確認し，その時期を失するこ

とのないように注意してください。

なお 「推薦書」の作成を希望する者は，早めに学務係へ申し出てください。

新潟大学学業成績優秀者奨学金

第２年次以上の学部学生を対象として，前年度に修得した授業科目の成績評価において学業

成績優秀者と認められた者に，年１回，学業奨励資金としての奨学金を給付する制度です。
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ⅩⅩⅤⅤ　　教教員員名名簿簿（（令令和和７７年年４４月月１１日日現現在在））

教  授 准教授 助  教
青戸　等人 飯田　佑輔 有波　裕貴
阿部　和久 石井　望 石塚　淳
安部　隆 今村　孝 江連　涼友
阿部　貴志 岩城　護 小松　博幸
飯島　淳彦 上田　和孝 高下　大貴
牛山　幸彦 上野　雄大 棚橋　重仁
大河　正志 牛田　晃臣 中倉　満帆
岡崎　篤行 大木　基史 中林　実輝絵
尾田　雅文 大嶋　拓也 中村　有花
金子　隆司 大平　泰生 萩原　威志
紅露　一寛 小川　純 保坂　吉則
兒玉　竜也 落合　秋人 宮内　杏里
佐伯　竜彦 金澤　伸一 村上　貴洋
坂井　さゆり 狩野　直樹 余　俊
佐々木　重信 管野　政明 李　留云
佐々木　朋裕 金　ミンソク 若林　悦子
清水　研作 黒野　弘靖 渡邉　智洋
清水　忠明 郷右近　展之
新保　一成 小浦方　格
鈴木　敏夫 後藤　和泰
瀧本　哲也 齊藤　健二
武田　直也 坂本　秀一
田中　幸治 櫻井　篤
田中　孝明 酒匂　宏樹
坪井　望 佐々木　進
戸田　健司 清水　英彦
中野　敬介 城内　紗千子
永幡　幸生 白川　展之
中村　孝也 菅原　晃
橋本　学 須田　裕哉
馬場　暁 寒川　雅之
平元　和彦 高橋　剛
福井　聡 高橋　俊彦
堀　潤一 田口　佳成
前田　義信 多島　秀男
増田　淳 崔　森悦
松原　幸治 月山　陽介
村松　正吾 坪ノ内　優太
八木　政行 寺口　昌宏
山内　健 東瀬　朗
山﨑　達也 中野　智仁
山田　寛喜 中村　亮太
渡辺　哲也 林　智彦

BELLAN SELVAN
棒田　恵
星　隆
松井　大輔
三上　貴司
三俣　哲
三村　友子
宮北　和之
村山　敏夫
安田　浩保
山縣　貴幸
山家　清之
由井　樹人
横山　誠
渡邉　美寿貴
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